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 第 1 章は序論であり，研究背景，研究目的，論文内容を記述している． 
 
 第 2 章(Future Projection of Mean Ocean Wave Climate Based on Single Model GCM 
Experiments)では，単一気候モデルによるアンサンブル実験に基づいて，平均波高の


























 第 4 章(Wave Climate Projection of Ocean Wave Climate Based on Multi Model Ensem- 
ble Experiments)では，複数の気候モデルによる気候予測計算に基づいて，波浪の将
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来変化予測結果を示した．気候変動に関する政府間パネル (IPCC)第五次報告書に提出





















 第 6 章は結論であり，本論文で得られた成果について要約している． 
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ては，代表的な台風経路の東向きのシフトの影響により，10 年に 1 度生起する波の波
高の±4m 程度の大きな変化が予想された．気候変動下での台風経路シフトのインパク
トを定量的に示した． 















位論文として価値あるものと認める．また，平成 27 年 1 月 19 日，論文内容とそれに関
連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしている
ことを確認し，合格と認めた． 
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